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F̂ 開示すべきセグメント情報
（単位：千円）

区 分 附属病院 附属学校園 その他 小 計 法人共通 合 計

業務費用
業務費
教育経費 21¶706 138¶721 1¶795¶940 1¶956¶367 ` 1¶956¶367

研究経費 98¶491 124 2¶182¶926 2¶281¶541 ` 2¶281¶541

診療経費 8¶180¶122 ` ` 8¶180¶122 ` 8¶180¶122

教育研究支援経
費

` ` 531¶400 531¶400 ` 531¶400

受託研究費 176¶042 ` 623¶790 799¶832 ` 799¶832

受託事業費 5¶439 ` 181¶546 186¶985 ` 186¶985

人件費 6¶350¶210 1¶132¶691 11¶644¶285 19¶127¶186 ` 19¶127¶186

一般管理費 140¶746 4¶565 868¶936 1¶014¶247 ` 1¶014¶247

財務費用 360¶841 ` 6¶106 366¶947 ` 366¶947

雑損 1¶758 ` 405 2¶163 ` 2¶163

小 計 15¶335¶355 1¶276¶101 17¶835¶334 34¶446¶790 ` 34¶446¶790

業務収益

運営費交付金収益 2¶932¶730 933¶981 9¶685¶477 13¶552¶189 ` 13¶552¶189

学生納付金収益 ` 68¶412 5¶708¶920 5¶777¶331 ` 5¶777¶331

附属病院収益 13¶236¶508 ` ` 13¶236¶508 ` 13¶236¶508

受託研究等収益 176¶681 ` 632¶485 809¶166 ` 809¶166

受託事業等収益 5¶485 ` 181¶546 187¶031 ` 187¶031

寄附金収益 32¶541 10¶652 979¶025 1¶022¶219 ` 1¶022¶219

財務収益 ` ` 76¶658 76¶658 ` 76¶658

雑益 84¶320 3¶506 1¶338¶683 1¶426¶509 ` 1¶426¶509

小 計 16¶468¶266 1¶016¶551 18¶602¶794 36¶087¶612 ` 36¶087¶612

業務損益 1¶132¶911� 259¶550 767¶461 1¶640¶822 ` 1¶640¶822

土地 3¶490¶174 6¶349¶496 20¶646¶255 30¶485¶925 ` 30¶485¶925

建物 6¶727¶828 1¶273¶362 14¶642¶189 22¶643¶380 ` 22¶643¶380

構築物 63¶253 71¶812 765¶307 900¶372 ` 900¶372

現金及び預金 6¶116 0 240 6¶356 9¶559¶949 9¶566¶304

その他 5¶573¶126 21¶083 9¶170¶963 14¶765¶172 1¶500¶201 16¶265¶373

帰属資産 15¶860¶498 7¶715¶752 45¶224¶954 68¶801¶204 11¶060¶149 79¶861¶354

~１．目的積立金の取り崩しを財源とする費用等は、附属病院48¶535千円、その他246¶356千円であ
る。

~２．損益外減価償却相当額は、附属病院53¶379千円、附属学校園140¶598千円、その他1¶419¶138千
円である。
３．引当外賞与増加見積額は、附属病院 千円、附属学校園 千円、その他

（単位：千円）

区 分 附属病院 その他 小 計 法人共通 合 計

業 務 費 用 15¶335¶355 19¶111¶435 34¶446¶790 ` 34¶446¶790

業 務 収 益 16¶468¶266 19¶619¶345 36¶087¶612 ` 36¶087¶612

業 務 損 益 1¶132¶911 507¶911 1¶640¶822 ` 1¶640¶822

帰 属 資 産 15¶860¶498 52¶940¶707 68¶801¶204 11¶060¶149 79¶861¶354

Ĝ 寄附金の明細
（単位：千円）

区 分 当期受入額 件 数 摘 要

附 属 病 院
(千円)

58¶021
(件)

154 うち現物寄附は108件30¶771千円
である。

そ の 他 1¶091¶516 4¶133 うち現物寄附は3¶113件187¶336千
円である。

合 計 1¶149¶536 4¶287

~３．引当外賞与増加見積額は、附属病院�5¶006千円、附属学校園�10¶351千円、その他�54¶185

千円である。
~４．引当外退職給付増加見積額は、附属病院�37¶458千円、附属学校園�50¶419千円、その他

209¶828千円である。
~５．セグメントの区分方法は、事業の種類別に主に診療事業を行う附属病院、主に教育事業を行
う附属学校園、主に教育研究事業を行うその他に区分している。

~６．附属病院における業務損益のうち、借入金の元金償還額から借入金により取得した資産の減
価償却費を差し引いた差額は513¶169千円である。また、資産見返物品受贈額戻入の額は27¶667

千円である。
~７．法人共通の帰属資産のその他については、投資有価証券700¶111千円、有価証券800¶090千円
である。

~８．附属病院セグメント及び附属学校園セグメントにおける運営費交付金収益は、国が予算積算
した場合の相当額と附属病院について726¶092千円、附属学校園について51¶210千円差額がある
が、これは、国の予算積算額に加えて、附属病院以外に帰属する人件費相当額を計上したこと
によるものである。

~９．セグメント区分については、従来、「附属病院」と「その他」としていたが、詳細なセグメン
トに係る財務情報を開示する目的から当事業年度より、「附属病院」・「附属学校園」・「その他」
をセグメント区分として表示している。
当事業年度において、従来のセグメント区分によった場合のセグメント情報は次のとおりで
ある。
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